
信濃震調「ミスズJ 考①

「万葉集J 巻ごに次の款がある。
96 7kH書苅信濃乃実弓筈写i者字真人佐備而不幸夫常言可

問。

91 三薦苅信濃乃真弓不号! 為市弦作留行事乎知跡言莫
芳二。

叉、同じ巻十ーに次の歌がある。
2703 三鳶苅大野河原之水穏恋来之掠芝紐解著者。
上の歌にある信濃の冠詞「ミスズJ についての国学

者の考えは誇設に分れている。
先十訓は、古今の万葉学者の大多数はミスズカルに

賛意を表されているのである o .IlPち幸著名な著書を拾っ

室 弁 緯

座右にある書物を緩いて考証して見主う。
先や- q : ; J そなりをナる設について上閏秋成の「冠辞
考続紹J の解事事を見ると、

みと色かる 信濃
是は万葉集に水産書苅信濃と香て、水草の刈る時にし

なへなびくを云ひ、言整色設き采りて. いぶかしき事あ
ちねを、 しひて草書は語の誤字とし、薦はしぬ竹なれ
ば、みずどかるしなぬと工み改められしは、過なりと
去ペし。
向集に実薦かる大野河原と水ご色りにと上めるを怠

へば、 7kil事. 主要薦、間物にでとそあれ、是等1とまでi;l!(
て見ると、次の工うな分類になる。 Iめん事、私の花々しき色のなり。
ミヨモカ} ! / 鋭、金沢本. 元暦本、美再来古築、古薬尋| と解し、叉、鹿持雅澄の万葉集古豊富巻五には

類室長室長、、紀子トi本‘住詞、代匠言E. 冠辞続紹. 古議、松| みともかる ( しなぬ〉
岡氏古語辞典、赤松氏創見、定: 卒、沢潟氏波注。 I 巻二に水薦苅信濃云身、水鳶は. 7 k は僑字にて真書事
ミタサカル設、組チトi本左糸袋、商本願寺本以下寛永| と去にl司じ. 草を色真草とも葵掌とし集中によある

本に至る諸本、イ山受抄. 主主紙抄. 管見、拾穂抄、総| 類なり o 巻十ーに. 真薦苅大野河原云々とあれ きて
務。
ミコぇズカル説、童蒙抄、考、暴解、檎1霧手‘孜証.

e 新考、註疏、美夫君志、井上氏新考、折口氏口訳、橋
田氏傑作選. 新宮11. 総索引. 会穆. 講義、立た田氏改修
本新議、菊池氏精考、金子氏評穫。
上の表示の援に古典がミヨ毛であヲて、新典がミタ
サである。童蒙抄以後、ミスズ設が広く用いられてい
る。現在に於てはミスズ設が絶対優勢であるととは周
知の事実である。
しかし、そのミスズが何を意味するか、ミエズの実

体は何であるかという点になるとまt:定設はないよう
である。少くとも次の諸点に分れて決定を見ていな
い。即ち、マコモと見る設と、竹とナる設とがある。
叉、竹とする色のにも、ーはスズダケとなし、ーは根
鴎竹とし、又はイ可の種類と決定していない設との三が
ある。以下各懲り植物について. 実地踏査を基として

信濃は国名の尚来は毅ある野と云ぺけれ2:tも、枕詞主
りのか、 p は. 裏沼とうけたるなるべし。シナは日本
組に匿宇を γナメと工みたるシナと同一lこて、シタと
相通へり o さてそのシタは集中に隠沼のしたに遇ふと
色、隠沼のし? とに恋するともよみ、又、心もしねに古
関念な2 : :5号、シヌも主主ひで、隠りかなるを言ふ言なれ
ば、裏沼は、隠沼と云に: 会問ピ o きれば、実鳶色苅裳
mと云ふ意につづけたるなり ο ( 冠辞考に草書字を需に
改めてミユズカルとよみしは甚設なり、議を御宗とも
真容とも云ふ例あるととなし。〉
と解穆している。
近くでは沢潟博士が万葉集定本に. 或は「国語と国

交」に叉 F万葉古径、二」でヨモ設を主張された、それ
はかつての信州人であった. 土屋文明氏の誤設に沢潟
博士の意識が伊き過ぎているものと見て義支えない色
のと思われる。. I lDち土屋氏の御意見は「鳶は草である

①本研究は文部省主り交付された科学研究費に主って「本邦に於ける竹笹科の分類学的研究」の姉妹篇と
して為Eされた色のでありまして. 同省に対レ深甚の華社意を表します。

①単にヨ毛では何をおしたものか不明で、 2 アマモにもマヨモにも i河ヒ異名がある。たt:聞き伝えの名称
や方言、或は寧に文字の雪11が総ての根底をなナとの王室で、所謂机上め主主諭を押し主重宝されては読者が迷う
ととになるから、公認Eされた学名や標準名J i !D.ち和名を是非用いて貫いたい.
専門違いで正しい和名主主判らなければ夫々専門家を煩して遁切な名称= 3 : : 用いるべきである。我国の学問
の発達しない理由はーはととにある。各自の意見を発表される時には特に必要で論文としての価値を大
いに高めるととにもなる、換言ナると呉議を主張する資格が疑れるととにもなる。然し比処で云うヨモ
は前後の関係から推定して- q : z モ ZizanIa 1atifoliaとして進めて行き度い。

- 1 0  -



かる書組でち薦は掌の主きに用いているので根鴎竹を意
Eまずるスズにさ与てたのではたい。その方が字の本議な
のである o jj庁調講を実用的に産ナるのは信1+1で色北部
のみである。その意味でミ鳶カル信濃と割lんでもそれ
は決じて信濃におってつげの枕詞でも{ 可でもない。し
かし比の枕詞は実淵の改訓じてミスズカルと喝へ崩じ
て以来、一般に用ゐられて. 長野県l工事さ警といふ村名

る、ヨ毛ば掌のJJU名である。」と縁っている己
実lこ沢潟博士の名文を借りると
信濃の閏はお越の大河信濃河の上流. 千曲}I/がその

1 : : の湖沼にも富んでをり………都人士に色山の閣であ
ると共にmの閣で品あると認められてゐたと考へてJ : :
いものではなかb うか。
と結び. 続いて上の丈を価値づげるたI b に拳宋附認と
して
信濃の地は本文中にも述ペた様に河川、沼朔に富
み、草置が2さるととろに見られるととはその後同地の人
々からの; 象認を得たので T白菅の真野」なE とl司ピく
今はやはり岡地の産物を地名に冠 bせたと見る策一案
に止るべきかと怠ってゐる。
と稿を終っている泊へとれでは必然性に欠。ている。

草蓄がマヨヌの意味で信濃の枕詞となったとい 5註拐に
はならないのである。白
又「古義」の信濃を謄沼とするのはま量澄の一家言iご

過ぎないととは山田博士によって既に指摘されーている
所である。
互主る万葉学者l二よればミ 3えだと云う誇は語としてあ
P得ないと云うととかち守宮そなりと主張ナるがどの
ととについて語源学者として. 或は植物学者としで.
第一人者であづ? と、翠学博士、松村任三氏の裁を借り
るととにナる( 信濃博物学童書誌、第38号、明治40年発行〉
前零・H ・H ・. . 余は漢学を競歩るにある寸志、普を重量すもる
を主とナ、凡そ原諸の起きるや、宝まのロに. l : ! 1 発ナる
が先にて文学は、その符とじて後に裳迭したるなり・・7
……中嬰...・H ・. . 怠援す怠るにマといひミという言は数多
くありて皆実の義あるに非宇「ミスズ」てふ言のミは
蔚の福州音 M i J::り践で Luxuiiant の義なり 4叉蔑
は稽1'['1普M i 色還すも Flnrishing，Luxuriant の義な
ればなり. 繁茂ナるスズ竹というがとの小薦. 来三草書
なり、実のスズ竹とあるべからす. . . . . ・H ・..後零。
次に竹とずる設について考察する o 賀茂実淵の「冠

辞孜」の解草案を見るとー
みナすもかる ( しなぬ〉

万葉集巻二に7 J < 鳶苅、信濃乃真弓云キ (ζたへ歌に
'1:は

同博士の説によると千曲J l 九億濃川や木崎潟iご" " ::>モ I; 真鷲を苅野とつづけたりも荷回大人のいへちくは氷薦
が洋辺を縫って生えていて葉哨摩ナ羽目〈受取られ| は真スズな! 1 氷は信弘美と麻はととに遜へり神嘗
るが、マ 2 モは水辺の辛には相違はないがとんな処に| 代紐に、俊山雪者採玄賓館美樹八十玉鏡野槌者採五百
は殆E 生える色のではなり o jDち泥水の停滞ナる池沼| 筒野誇八十玉畿れ「今本は射薦に誤ぬ〉どれにえ
にF陥れているのである。つまり沢潟博士が積物学殊| るにJ 余てふ小竹をかる野とつづげし物なりと、とは
にマヨモの生惑を全然御前ないから堂身? ととんな| 古意な h 芭か木の八十玉串に対へる野ナ十の八十玉
臆商もな川とが公表出来る志のである。要はいと| 裁は小竹なるべき色のなり〈集中の神まつりゐ歌lこ、
いと広い植物学の常識をもって、実地に恥し. 議| 竹去を繁に貫霊とよる砧比討しなるべしと. 善文
証して貰い鹿川とである o マコモは我が国に極ミ普| 菅原信幸治;'v、ひしはあたれるととな¥ 1 ) 議ぱしのめ竹
認に7 J < 辺に蝕しているのであるがら. 信州一面に生| の類にで、いとちい注くて色蒸き竹な h それを悶
えたとして同濃の冠詞にせなければならぬ穫の近じ| 払え佑日の国にて須有ほといへ h 京国の山辺
さは姿然あの高原の夏季の涼しい山閣では想像色出来| にては笑竹叫しかいふ色のあれど猶別なれ後世の
ないと舎である。叉仮りに大群第が見ーられたにして| 歌に吉野の猿にナ宇努てとよめるしとの野護なり

しかかる竣事抗との広大な国名になるな E とは. I  ( 旅人のす中のしのや、きさのゃなれ、へる品川ひ
どうしでも考えるととは出来ないととではないか。 I合すぺし〉とある o jDちマヨモでは玉畿を作るととが
なお. 真淵の「冠辞孜J に | 出来ぬかる竹で、あるという。げれれの解説セスズsと
巻十ーに真薦苅大野河原之7 1 <ζs りと上める薦は荻| 一種を指しているがキマガ 9 ダケの相も批て何れを

のととにてJ l I 原のさまをいひたり、今と忍ひまE ふと| 指した色のか明でない。 ζの文章を見ると真制実物
となかれ。 ・ | には接せ宇何か数穫の書物かちで色転記したものであ
と述べている語八にの勾は真淵の言うように信濃とは| ちうと想像される。
隠係なく、下の句からして" " < ，: 7 そを指していると考定| 叉、福井久蔵氏の「枕詞の研究と務義J の519頁に

1- (前辱)...・H ・-・ミスズ!;t ; ; < . ズダケと恨ん彼国に普
ヨモである事実がいくら明になって色「水鳶苅」の水| 多かりし上り. その刈り取る光景を挙げて、枕とせる
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志の、云々とあり 議永年間J 陵中上り来る色のが松本にで細工せじに
なおスズと考定した色のに荷国春瀦の「日本書紀神| 始れ冬季降雪中に於ける堆ニの作業とし製造人員

代記J に
五百笛野薦八十宝銭云々とあるは野講の誤なれ薦

にては玉率にな b ぬとある。とのスズは真淵の誘拐の
如〈小さく色主主き竹にで四国lこて須々といへ !?o
と. 今以て本好iを通とてスズと云うから間違はないで

4000人を算へ、その額 5 万完全河に達すると. 産地はムー
下伊那策函筑摩. 諏訪の諸君n し、伐鶏は 8)ヨより降
雪期になす。新竹( 婆年発生. し? と翁〉は質柔軟にして
品質上等也と云ふ。需要は顔i 5 多く、製造の7 割は海
外lこ英米独伊及び南洋コケ函l工事象Jf¥ナ。

あちう o ζの竹Iま得靖子素直で、低く 1 - 2 m内外にし! とあり叉. 明治10左手、内務省勉護局から出版活れた
て. 英の色黒〈煤竹に似ているのでスズと王者う. 校が，. r六日本樹木言昔、暴J 第99頁を見ると、
穆の先端で分岐する特設があるから漢字典に7言える様| 信濃の国善美のミスズを出せるを以て. 古来信濃の
にハチグ. モウ Y ウダグの竹校の得ふれない処では束 i冠詞となす。
ねて等としたから古代戸生活1: 色相誌の関係はあった iとあり、又白井光太郎氏の樹木和実孜の 5的頁に
ものである号然ちば考え日によヨでは水薦止との竹| ネT ーガ I)JI"ヶ
でなかろうかと想像が出来ないとともない。 1 蘭山毒事( 室弁丸小野蘭山で本草学者でるる〉の鈴
その他、コぇズを指したと忽われる女献にヨたのものが

あるが. 残念ながら考認が欠けている. 0

愛国八千代ー 万葉植物考( 帯訂版〉
本多静六 本多造林学( 竹類鴛〉

万葉植物
佐々木信網 万葉辞典
松岡 修 万葉濯物事可考

竹は. .il]l 子治顔資竹譜J に誇ふ演のー名大グマササな
るものにじて‘今日の浪曲竹にきるb 叉越国付議にエ
ズ- 4 ! j ヤマ，9 ' ケ. 一名ミスズ、一名ヌズタケ. -4!jャ
ノ♂ケとして右の読書5りo 醤亦様鴎竹を以てニスズタケ
とする設にして、普通称する所の見ズ界ケと英ねり。
スズ. 雲閣の山に主主すもる竹にして信濃lこ多し、其美喜.
書に似て斡高< . . * 、根屈曲す。叉、加賀、越前等に産

中持猛之主主 靭鮮森林櫨物溺 (20韓) 目

| 句ずる色のは其議、聾上り色率て長大にして楽辺枯白せI  
| 守、幹は矢竹に似て毎節卒にして高 3.m.許、大さ拐の

合同孝雄氏の「万葉集議義J 巻二( 昭和2 年〉がある。 I
| 如し。北国地方にては大竹稀なるを以て主民古より比!i]lち l

薦i 日本組「五育館野湾八十豆議J とかきて、野薦 l

ゼヌススと言語ませたるにで本邦の古に「薦」を A A と
ドふ詞にあてたかl { と知るべL ，，， A スと清奮をに言1 ]むを
l E しとナる。とのススと言へるは竹の 1 穫にして防謂
山wといはれ‘蒋1;1:高官 1丈許‘周囲 8'"'-'9 分に謹

笥を探て雪花菜に塩を交へて華美し震で食用とナ。
とある o

以上を通覧すると7J<ii蓄はネマガワダケにさ与故めるペ
きではないかと考えられないととでもない o 何設な

b  、本穫は県南に多産し. その中心地の一諏訪地方が
可成り亭く工 P丈イbが開けたとと. それに笥は今色山

に主主む1 節 1枝なり o 索以鴻く大にして長さ 5 寸乃至 1 1塗. : j [ ;陵、予定. j l ' : ;の各地で、エズヨと称じて食用にされ、
どj誌層 8 分乃至 2 寸、 1校にし 5 枚つく。衝は味| 且つ美味でもあるか針目姿以前から賞用されたととで
笹葵正本邦中部の地にわたり山野に自主主ナ。 1 あらうし、叉、薬品大きく食料品を載せるとと喜多に色
と解じている o 利用されたものであろう。
又、風雪量和歌集、巻二十賀歌には、 |  キマガ官ダケは東軍特産の植物で、本州中部以上、
タカムテ( 雲井三号、多加牟奈、且日ち衝である〉の絢， : j l ' : ; 海道の深山及び樺太に生守るものである。

きを暴れで掛かズ( 笠井去、スズは兄ズ子の暑にし| ぞれにスズダケの智は食用に色ならないし、丈の低
てネ T ガ官ダケを拐す、見ズダケの衝は絢く段くして| い. あの薬の小さい狭い貧弱なものでで、 E う考えても
食うに耐えすっか竹か何れと見わきでと云々。 I
とある。更に信濃に: 浪曲竹細工の出来るととにヨい| なお、チ寸キササ類、即ちグ T ササ類とJ思われる色
て. 明治44年に信濃教育会で出版した「信濃産業誌J Iのに、曾築の「国見草木昆虫孜j の巻三に. 次の記事
竹絢エの演に | がある o Jl]lち

①1本穫の大群落が一時に開花しー枯死するととは私自身目撃，L ，tとζとは無く. 極〈稀なととである o 然し
お若手落中を探ずと何時で色数本は開花じてい・る o 1穏中に、 2 、3筒. 薬味を帯びた丸い泉突をつけてい
る。稀には一斉調花すると見える z 会る昭和21年の夏. 旅行中、信州設立ドの北、4 Olclil. の北安曇郡怒IIJ
村の官主生、宮永万造Eえの話に主ると. 同地の板尚竹が大開花し、安i箔、? 長の材科に事欠き、県南地方に
求めねばならぬと云うととを聞いた ζとがある o

一12 -



ナナ、万葉集巻ニに、水篤苅信濃とあるは真弓にむ 1 ' たので、人骨は大いに喜んで競て採ったのであ?'k:. o
かへ真議なりともいサ。中嬰、今ζとほμ 、ば| 業の後、復々昭和21年の夏には戸際山、黒姫山の山渓を
タマササにして、j !Pち筈なり。 I中心lこ約250町歩に豆って開花結実し? と。最色近い戸
手の審物lま今か b 1 2 8 年前の交政4 年r:出版され I

たものであるから、との時代1;[践に曾皇室は信濃の短調| 色採った由で、中には日に 1石毛採った一家言へある
のミコえズはグマササ即ちチマキササではなかろう乎| と云う o 部落は豊岡村、生存井村、栂村( 夕方Fヲミ .1，'

と思っていたのであった o 然し今とれを知って見る| ヲ入日里村及長野市山路四星より種子の完著書期の 7
L 官薬品 130料配こ疾<1こ気付u、ていたのであ| 月中下旬には1脚人以上鴻って、 5 月の戸隠神社の
るq そして今日私の観ると ζろと会〈符号を合してい 1:夏祭より j辰った尚である o 長野市辺から日 Iご3 - 6合

事実、信濃路をE善後して見ると、飛弾山脈と安い三| 離の中社では、 1幹1:30後のJ段獲を得た家があるとの
園山脈といい、信濃J [ j の流域といし¥ との大面積を覆! ととである。採集準時に乾燥段重量した家、の色のが 1
5チ吋キササ節( 普還に王寺うチマキササで、縫物分類| 升30河内外で取引され、 8 月に入って 1升40余円とな
学的の一群を指したもの、即ちEusasa Nak.のとと. 1 り白米の関価格に匹敵した懇であτコた。そのため昭和
以後零してチマキササυ、; 0 )  o 笹がちる。和櫨 I20年月以暴風雨で飢餓に頒した信濃川喜ばした
物専攻の者かち見ると、非常に細い穫に分けようとす| 患の1 ' ::0 なお過去に色 ζんなととがあったと見えて.
るが、万葉人の自には勿論一種に見えたに違いない。 I天保 3年の凶年に色大いに棄鞍山の辺に開花結実し銑
j!Pち、 噂 | 民を救助したと見え、白雲山んというλは竹実記とい
丈(J: 4 - 5尺にして大宮 3 - 4分、多〈ば下部かち| うー加の本をなした重量t:ったぷ処が今の植物学者はと
2;";"3に分岐し、校端に 5 - 6投の大形の薬を着く. 1 れをスズにさ与て? と o けれ2 :色 ζれはさ芸って居 b ないb
薬は長さ 7 - 8寸にして隠し 5分 - 2寸、薬裏に| 私は昭和18年に乗凝山の童患の2 f - 湯lこ1週間投宿し、
喝を有ナ、との笹原は恐ろしく広く熊なl : . の棲む所lこ 1 : 方々を探したが、只ズは 1株色見出ナ ζとが出来なか
良企ナるとの意にで熊笹と名づけ、或は冬季葉辺の枯| ったο呉の他幾度か信濃路を歩いたが、八ケ獄の山麓
自し限る? とあに隈笹と色呼ばれる志のの 1 種であ| と細越地方に僅に散見ナる程度で、若し開花結実した
るo 1  ! 好で援本か薬f立なもので、一度で色実拾に路せしたら
チマ寺ササの棄は頗る長大で、大菅主化調けない時| スズでないと合点が行く筈jゴ。

分lごは笹や木の葉をそのまま利用して食物を昼った| 英の他、文即時に出た「農家心飼IIJ に
り、包ん7ゴりした色' のである。彼のホホノキ、アカメ| 美濃、信濃、近江、笹に花咲き実給ぶ。
ガシ Y 、サルト唖イノマラ、カν Fの葉は最ち主く用い! とあり、天保三年「長喰記」には、飛車事大野郡誌書裁
られたものである。後世になって種々の食器が出来て| として、
来たので、天然の薬を用いお必要が少くなった o 兎色 I 6 月下旬エり笹の突出来る。とれば前回よりJ凶年
角も今日なお本列、l裏目立九中部地方から奥翌五にかけ| 目毎に実る云身、叉、六五5年に護b された「木曾採
て、笹の薬は防腐り効があると億どられ、チマ者とか| 薬記」に
飴‘主主は鰯をこ包み、各家庭で，視姿利用品し、又、，神前| 木雪山中の塞竹、一統に結集ナ。
に供える習噴きへ残っている o 殊にチマ今ササのチ T

キは千舎の義で、物を包u ' と 4から来た名であり、大
脅から現代に緩いている。
なお屡身開花結実して細民を喜ばせた。主主くでは昭

和18年 7 、 8
心に約一千町歩事及ぶ広範図の開花結実を見た。坪 1
チ? として色三千石の結実となる。その半数の実肢があ
ったとして色悶キ俵となる。牧援には近郊の男女中等
学校から小学校その他、各種団体に上= コ℃採集が企て
られた程である‘その前年の昭和17年には菅卒、ー木崎
湖地方に結実したのであった o との時は丁度、中国事
変に難渋の年を王室ね、食物の欠乏し忙し? と時でちあっ

等の言F録の示す通り、度々色濃の山民主三喜ばした o
との笹は何年も続いて信設、飛騨地方に開花結言葉‘

し、何石かの食料品を信田濃人に与え、又、万葉人をも
幾度か救:::>tとに相違なかろう。薬も亦、s r . 汲で器物と
して H I 色無くしてはならぬものであったととであろ
う。

はあるが、あの万葉代に竹細工というものは万葉人喰
1人として考えなかったととで色あろうし、笥lJ:美味
であるとは云え、との笹はナ T キササと呉τコて山の奥
の奥に生えるもの古士、議色ない千何百米以上の高山替
のものを恐らく利用しなかったととでもあろう。
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. とれに反し、チ寸キササは卒地の掌原、人家の附近| たまに結実する笹の実の成り年にはミ且ズの名をー暦
を問わすも一帯にあれあの長大な薬は日常生活の器物| 高か b しめた色のであると思われるが現代の様に食器
には、食料品の包物として毎日大いに剥用したに相違| も安価で便剥な衛生的なものがE んE ん出来たのでつ
あるまい。時には開花結実して差是年には貯え、銭径の| い忘れ勝となり、ぞれに反して根曲竹ば竹細工殊に信
年に出して食べたととで色あろう。何しろ他の主食物| 濃の養蚕とオ目侠って泰箔を初め妥具の資材として根簡
と異って、玉虫ろし〈長年月の貯蔵氏効くもので、山の| 竹の利用が急騰し、本家のミスズがt:ん? ゴん近縁の様
辺の農家では何10年と云う志のが倉の中に仕舞い込ん I尚竹の称呼として移ったものである。 ζの臆慨は信濃
で、凶年の澄として居るにとで色あり、恐ら〈万葉人| で笹の実でつく= コた団子はミスズグ Y ゴと呼ばれ、仁
も不時のために貯えたととでもあろうれからつ〈ヨ ? と飴はミスズアメと称えられて、うまく
最後に信濃のミスズの方言に就いて考える必妥があ| ナマ考ササの薬で包んで皇室〈東京辺にまで売り出して
る。ミエズのつo'言は根曲竹とチマキササの両種に残つ| いる。読者の中には乞度、ああさラ云えばヰ、と領寸志
ている亡とを数民信濃路に出張調査して確めて置い lかれる方が御ありでし工う。 ζ の援に今も古老の問
?と o とれば確に上代にはチマキササの独占していた方
言が姦永以後、浪曲竹の細工が盛んに行れる様になっ
て来たので本来のミ 1 ズのお株を奪って了った色ので
< i ; るど考えたい、何故なちばとんな例は我聞に極〈普
通なととであるからである。例えば今日寧にグ F イと
去っている色のは官名シロ♂ワイである o 菅の 11 'tJ イ
即ち今のグログザイは本邦原産の色のであり、今のク
りイは中国の原産である o 又我苛が常に食べる翠泉も
総入当初は西洋 9
呼ぶ様になれ管の林治は今は和 9
た、動植物名の古今の変遷は時の需要に応ヒて転々と
変るものである。前述のチマヨーも食器の代理を務/tJt.と
時代は押しも押されぬ本家本元であったに相違なく、

(15貰より〉
3穫の詑載

γ11 ムギ、 Lolium temulentum L. Fig. 1  
1 年生にして密に叢生2薬は茎を抱き2 関節部( 葉翰
と薬身の着点〉は再縁で広く、中央背部にて狭くなり

で、或は局部的にナT キササにミエズの名が現容して
ヤるととを見てもヲ百分市その問のイ寺サツを証明して
いる証処と三者わねばならぬ。
上の各方面に豆る混向からしてミスズをチマキササ
と為て軍配団扇を挙げても設も呉議はないであろうと
信中る色のである。

(後言i ¥ )
ミスズに関ナる丈献は殴る多くある< 1 ¥ 、各々著者に

充分なる植物学の知識がないたる、何を指した志のか
不明なもの多〈、明確なる考訟を火き、叉、先魔者の
知識の孫引き豆電は数穫の説の翠なる混合すあるた b
k 、採るに足るな? と言君、あたので除外した。

/J、舌はE実質、中央官官は 2.5mm、 両端2 m m、無毛山
形ょ菜鮪は開き長軟毛を線に生すも5 葉身は巾5 m m .
15 ..... 
を有ナ。裳面無毛、楽表に軟毛を疎主主E 節は褐色。
以上の如くに企活体 lご基すもいでそれらを分類ナれ

器部! : l : 築基( 耳〉に緩む葉基は茎を抱き 2 m m、斯| ば. いつでも 3種を区別するととが出来るがち使税で
尖、鈎状2小昔はE実質. 裁形 .1.2mm;薬草車は閉さ脈| ある。他のイキ斜援物についてみてもとれるの小菅守

I〆菜墓の形態に主って分類を試みたいと念願し材料を集
m m . 中程より先は下垂ナ、両縁には非常に微細な
鋸歯を有ナる。裏面無毛なるも表面の脈聞は疎に細
三琶を有すs節は紫掲色なり。
ヰズミムギ. L. multiforum L a  M i:u:ck .Fig. 2  
多年生にセ密に叢生3 棄は茎を抱く 3 関節部は薬基
lこ続く部分は広く背部は狭し. 断面は直角状7より E
薬基は茎を抱き 2II!m . 先は檎下垂νJ、音は膜質、業
基の予三、茎の% 上り小、無三色、喫7仇薬草自は開く、

c m‘中程上り先は下霊し重量絢な鋸歯あり. 菜裏書事
F 毛. 業表欽毛を有ナz節は築紫褐色なり。
ホ y ムギ、 L. perene L. Fig. 3  
密に叢生ナる多年生草本にしてz薬は茎を抱さ関節
部は基部で広く背部¥ : ; : て狭し、縁辺は波状形なり 2

めつつある。
最後に親切に御指導下さった兵庫高校. 室井縛先生
に厚く御ネしを申し上げます。
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